
平成２２年１１月１５日 第１５４号　　　（２）

議
会
日
誌

議
会
日
誌

８
・
４
・
岐
阜
県
恵
那
市
議
会
行
政
視

察
来
庁

　
　

９
・
基
地
対
策
特
別
委
員
会
要
請
行

動
…
防
衛
省
南
関
東
防
衛
局

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２７

９
・
２
・
竹
市
議
員
行
政
視
察
…
横
浜
市

　
　

３
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　

９
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

１０

　
　
　

・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

１３

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１５

　
　
　

・
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

１６

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

１７

　
　
　

・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

２１

　
　
　

・
総
合
計
画
特
別
委
員
会

２１

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２４

　
　
　

・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

３０

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　

・
２
・
稲
垣
議
員
研
修
会
出
席
…
岩

１０

手
県
盛
岡
市

　
　
　

・
総
合
計
画
分
科
会

１２

　
　
　

・
公
明
党
行
政
視
察
…
岡
山
県

１３

笠
岡
市
・
徳
島
県
上
勝
町（
〜

　

）
１５

　
　
　

・
市
政
ク
ラ
ブ
行
政
視
察
…
福

島
県
会
津
若
松
市
・
須
賀
川

市
・
秋
田
県
大
仙
市（
〜　

）
１５

　
　
　

・
総
合
計
画
分
科
会

１８

　
　
　

・
総
合
計
画
分
科
会

１９

　
　
　

・
総
合
計
画
分
科
会

２０

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２１

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２６

　
　
　

・
第
１
回
臨
時
会
本
会
議

２８

　
　
　

・
第
１
回
臨
時
会
本
会
議

２９

　

・
２
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１１
　
　
　

・
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

　
　

４
・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
稲
垣
議
員
研
修
会
出
席
…
千

葉
市
（
〜
５
）

　
　

８
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

・
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

　
　

９
・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協

１０

議
会
関
東
部
会
…
東
京
都
福

生
市

　

本
市
の
水
道
は
、
地
下
水
で
味

が
よ
く
、
水
道
事
業
開
始
か
ら
、

東
京
、横
浜
方
面
の
方
々
か
ら
も
、

低
廉
で
体
に
よ
く
、
「
座
間
市
に

住
む
と
長
生
き
で
き
る
」
と
い
う

こ
と
で
、
転
入
者
が
ふ
え
、
水
道

事
業
も
短
期
間
で
発
展
し
、
軌
道

に
乗
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
お
と
と
し
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
り
、
我
が
国
の
輸
出
企

業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
経
済

状
況
の
悪
化
が
水
道
経
営
に
も
影

響
し
始
め
て
い
ま
す
。
人
口
増
に

も
か
か
わ
ら
ず
給
水
量
が
減
少
し

て
お
り
、
特
に
工
場
を
除
く
家
事

用
、
業
務
用
等
は
軒
並
み
減
少
と

な
っ
て
い
て
、
水
道
業
務
の
経
営

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ

る
の
は
、
給
水
原
価
が
供
給
単
価

を
上
回
る
「
逆
ざ
や
」
で
あ
り
、

こ
れ
を
速
や
か
に
是
正
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。
当
局
の
考
え
方
を
お

示
し
願
い
た
い
。

　

上
下
水
道
部
長　

「
逆
ざ
や
」

に
関
し
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら

１３

続
い
て
お
り
、
「
逆
ざ
や
」
解
消

に
向
け
事
業
の
合
理
化
や
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、
料
金
改
定
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど

経
営
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

助
成
金
を
受
け
る
住
民
票
等
コ

ン
ビ
ニ
交
付
事
業
の
う
ち
、
委
託

料
６
６
３
６
万
円
の
内
訳
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
内
で

藤
沢
市
と
本
市
が
助
成
金
の
採
択

を
さ
れ
た
理
由
、
同
事
業
の
実
施

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
本
市
の
住
基
カ

ー
ド
登
録
者
数
、
既
に
カ
ー
ド
を

５
０
０
円
で
作
成
し
た
人
と
の
公

平
性
確
保
の
方
法
、
５
０
０
円
の

カ
ー
ド
が
コ
ン
ビ
ニ
で
使
用
で
き

な
い
こ
と
の
市
民
へ
の
周
知
方
法
、

同
事
業
実
施
に
伴
う
証
明
書
手
数

料
の
減
収
見
通
し
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

市
民
部
長　

委
託
料
の
内
訳
は
、

新
規
の
シ
ス
テ
ム
構
築
、
既
存
シ

ス
テ
ム
の
改
修
な
ど
で
す
。
採
択

理
由
は
、
本
市
か
ら
の
事
業
提
案

理
由
が
公
募
側
と
し
て
事
業
の
対

象
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
推

測
し
て
お
り
、
来
年
３
月
ご
ろ
ま

で
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
カ
ー
ド
交
付
枚
数
は
、
７
月

末
現
在
５
０
６
７
枚
で
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
に
未
対
応
の
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
に
は
、
対
応
す
る
機
能

を
無
料
で
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
く

旨
の
通
知
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
に
支
払
う
交
付

委
託
手
数
料
分
が
減
収
と
な
る
見

通
し
で
す
。

　

市
長
は
、
民
間
企
業
で
そ
の
経

営
手
腕
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ

て
い
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
経
験
を
生
か
し
、
本
市
水
道

事
業
の
経
営
健
全
化
に
当
た
る
場

合
に
、
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

現
在
、
有
収
水
量
が
全

国
で
も
極
め
て
高
い
数
値
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
本

市
の
水
道
事
業
は
、
私
ど
も
の
水

資
源
の
き
ち
ん
と
し
た
活
用
を
念

頭
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
有
効
に

供
給
す
る
と
い
う
本
来
の
事
業
目

的
に
極
め
て
沿
っ
た
形
で
推
進
さ

れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
根

幹
で
あ
る
水
を
安
全
・
安
心
に
、

そ
し
て
安
定
的
に
供
給
す
る
と
い

う
公
営
企
業
と
し
て
の
使
命
と
責

務
が
あ
る
一
方
で
、
市
民
に
対
し

て
低
廉
な
供
給
と
い
う
も
の
を
可

能
な
限
り
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
、
費
用
対
効
果
と
い

う
も
の
を
常
に
考
え
な
が
ら
、
間

断
な
く
経
営
改
善
に
向
け
て
の
努

力
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、

さ
ら
に
当
局
と
し
て
対
応
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
の
会
派
と
し
て
は
、
こ
の

事
業
を
時
期
尚
早
と
考
え
る
。
助

成
金
１
３
０
０
万
円
に
市
負
担
と

し
て
一
般
財
源
か
ら
５
５
７
５
万

８
０
０
０
円
を
充
当
し
６
８
７
５

万
８
０
０
０
円
の
事
業
費
と
な
っ

て
い
る
。総
括
的
な
費
用
対
効
果
、

例
え
ば
導
入
費
用
・
導
入
後
の
維

持
管
理
費
用
に
対
し
、
有
形
効
果

と
し
て
の
窓
口
交
付
業
務
な
ど
の

費
用
削
減
、
無
形
効
果
と
し
て
の

市
民
の
利
便
性
が
果
た
し
て
上
ま

わ
る
も
の
と
い
え
る
の
か
所
見
を

伺
い
た
い
。

　

市
長　

当
市
で
は
生
産
年
齢
人

口
で
あ
る　

歳
か
ら　

歳
の
約
半

１５

６４

数
が
市
外
に
通
勤
通
学
し
て
お
り
、

市
外
勤
務
地
で
あ
っ
て
も
証
明
書

を
ほ
し
い
時
に
近
隣
で
す
ぐ
入
手

で
き
る
と
い
う
の
は
非
常
に
利
便

性
を
感
じ
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
現
時
点
で
の
費

用
対
効
果
は
ひ
と
ま
ず
置
き
、
今

回
は
住
民
票
、
印
鑑
証
明
証
の
交

付
と
い
う
部
分
に
特
化
を
し
て
い

ま
す
が
、
普
及
拡
大
の
将
来
性
、

今
後
広
範
な
部
分
の
サ
ー
ビ
ス
へ

も
展
開
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
部
分

で
の
端
緒
と
し
て
提
案
し
、
ぜ
ひ

と
も
採
用
を
お
願
い
し
た
い
。

　

２
０
０
９
年
度
水
道
会
計
決
算

の
特
徴
は
、
給
水
事
業
の
採
算
状

況
を
示
す
供
給
単
価
が
１
１
３
円

１
銭
、
給
水
原
価
が
１
３
０
円　
８９

銭
と
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の

水
道
使
用
量
ご
と
に　

円　

銭
の

１７

８８

赤
字
で
あ
る
こ
と
。こ
の
赤
字
は
、

２
０
０
１
年
度
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
関
連

受
水
が
始
ま
っ
て
か
ら
９
年
間
続

い
て
い
る
が
、
ダ
ム
建
設
関
連
経

費
や
市
が
使
用
し
て
い
な
い
３
万

１
１
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
基
本

料
金
な
ど
を
受
水
費
と
し
て
負
担

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

共
産
党
は
ダ
ム
の
建
設
計
画
段

階
か
ら
、
既
に
水
道
水
は
過
剰
で

あ
り
建
設
す
る
必
要
は
な
い
。
建

設
す
れ
ば
建
設
費
の
負
担
が
水
道

料
金
に
転
嫁
さ
れ
住
民
負
担
に
な

る
と
反
対
し
て
き
ま
し
た
が
、
当

時
の
本
多
市
長
は
「
そ
う
な
ら
な

い
」と
本
会
議
で
答
弁
し
て
い
る
。

行
政
責
任
は
重
く
明
ら
か
に
す
べ

き
で
す
。

　

市
長　

受
水
費
の
決
定
が
な
さ

れ
た
当
時
の
本
会
議
の
議
事
は
重

い
も
の
が
あ
る
。
当
時
の
発
言
の

真
意
を
吟
味
し
、
精
査
し
料
金
改

定
に
向
け
て
考
え
方
を
取
り
ま
と

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
、
住
基
カ

ー
ド
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

は
、
１
３
０
０
万
円
の
助
成
は
あ

る
も
の
の
、
総
額
７
０
０
０
万
円

近
い
事
業
で
す
。
本
助
成
へ
の
応

募
理
由
、
事
業
か
ら
得
ら
れ
る
効

果
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。
こ
の
事

業
は
住
基
カ
ー
ド
の
推
進
に
向
け

助
成
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
単
な
る
利
便
性
の
向
上
だ
け

で
な
く
、
住
基
カ
ー
ド
そ
の
も
の

の
付
加
価
値
、
可
能
性
、
住
基
カ

ー
ド
利
用
の
将
来
像
を
伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

応
募
理
由
で
す
が
、

本
市
の
生
産
年
齢
人
口
中
、
半
数

が
市
外
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

現
状
で
、
市
内
外
の
コ
ン
ビ
ニ
で

住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
が
取
得
で

き
る
こ
と
は
非
常
に
市
民
に
と
っ

て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
今
後
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
増
加

す
れ
ば
繁
忙
期
、
窓
口
の
混
雑
緩

和
に
つ
な
が
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
も
図
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
の
可
能
性
は
無
限
に

あ
る
と
考
え
、
市
と
し
て
も
独
自

利
用
の
関
係
等
の
検
討
も
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
広
が
り

は
展
望
が
持
て
る
も
の
で
す
。

　

２
０
０
１
年
度
以
降
の
宮
ヶ
瀬

系
県
水
の
受
水
費
の
総
額
は
、
９

年
間
で
約　

億
円
。
そ
の
内
一
滴

４０

も
使
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
県
企
業
庁
に
支
払
わ
さ
れ
た
料

金
は
、　

億
２
２
０
０
万
円
に
も

２６

の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
は
本
市
の
水

道
事
業
に
と
っ
て
、
「
必
要
な
コ

ス
ト
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
ロ

ス
」
な
の
か
、
市
長
の
所
見
を
求

め
ま
す
。

　

宮
ヶ
瀬
系
県
水
受
水
費
の
支
払

い
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
１
９
７
８

年
に
締
結
さ
れ
た
本
市
と
県
企
業

庁
と
の
基
本
協
定
は
、そ
の
当
時
、

議
会
に
も
市
民
に
も
知
ら
さ
れ
て

お
ら
ず
、
当
時
の
市
長
は
、
宮
ヶ

瀬
ダ
ム
の
水
は
「
使
っ
た
分
だ
け

払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
答

弁
し
て
い
ま
す
。
議
会
の
同
意
も

得
ず
、
市
民
が
知
ら
な
い
間
に
結

ば
れ
た
基
本
協
定
は
、
適
法
か
つ

妥
当
な
も
の
か
ど
う
か
、
市
長
の

所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

県
水
受
水
費
に
つ
い
て
、

む
だ
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
れ
ば
、

甘
ん
じ
て
受
け
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

が
、
私
は
必
要
な
コ
ス
ト
だ
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

上
下
水
道
部
長　

水
道
法
の
規

定
に
反
し
て
い
る
と
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

安
斉　

昭
雄 
議
員
《
明
政
会
》

水
道
事
業
「
逆
ざ
や
」
解
消
策
を
急
げ
！

伊
田　

雅
彦 
議
員
《
政
和
会
》

水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
を
ど
う
考
え
る
！

中
澤　

邦
雄 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

元
市
長
「
ダ
ム
受
水
費
赤
字
に
な
ら
な
い
」

と
の
答
弁
真
意
は

木
村　

正
博 
議
員
《
公
明
党
》

住
基
カ
ー
ド
の
公
平
性
を
確
保
せ
よ
！

沖
本　

浩
二 
議
員
《
市
政
ク
ラ
ブ
》

住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
は

時
期
尚
早
か
否
か

沖
永　

明
久 
議
員
《
市
民
連
合
》

使
わ
な
い
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
の
水
は

必
要
な
コ
ス
ト
か

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

あ
る
の
か
？
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
の
優
先
性


